


















3つの治療法の比較

外科的治療
TAVI TAVI 

(経心尖アプローチ) (経大腿アプローチ)

人工心肺 要 不要 不要

アプローチ経路 | 開胸 肋間(小開胸) 大腿動脈

侵襲度 同 中 (底

平均治療時間

平均入院期間 1 約1週間

人工弁の
生体弁:1 長期耐久性の臨床データは現在のところ芯し。

耐久性
機械弁: (5年までのデータあり。現在追跡調査中)

(半永久的) (2013年10月現在)

生体弁:治療後

抗凝固療法 芯し

機械弁:生涯にわたり必要

治療後半年間は2剤

抗血小板療法 | なし I (チ工ノピリジン系薬、アスピリン)、
その後は一剤を医師の指示のもとに応じて服用。

※上記の記述は個々の患者さんの容態または施設によって異芯ります。



TAVI治療後の日常生活で気をつけていただきたいこと
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野菜、魚や肉類、乳製品芯ど、栄養を考えたバランスの良い食事

を摂りましよう。とくに、摂取カロリーや水分、塩分の量は、医師

の指示に従ってください。なお、サプリメントの摂取には注意が

必要です。とくに力ルシウムは生体弁組織の耐久性を弱めると

されているので、医師に相談して下さい。また、アルコールは

心臓に負担をかけるため、飲みすぎには注意しましよう。
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運動レベルは医師と相談して決めてください。運動プログラムに

従った適度芯運動は、心臓の負担を軽減しライフスタイルを維持

するためにも重要と芯リます。また、新た芯スポーツを始める際は、

))JJ 医師に相談してください。

型書 歯の治療や外科的治療、感染を防ぐために、生体弁が留置され
~ ていることを必ず医師に伝えて下さい。また、旅行等日常と

異怠った生活サイクルに怠る場合は、いつもどおりの食事、運動、

睡眠を心がけてください。

退院後の定期検査は非常に重要となります。特に、指定された抗血小板薬

の服用は治療後の合併症リスク軽減のためにも必須となっております。普段

感じ芯いような問題(出血、痛み、その他不快感や変化等)が現れた場合は、

担当医へ問い合わせ下さい。

-抗血小板薬の服用について 治療後6ヶ月 治療後6ヶ月以降

チエノピリジン系薬

アスピリン ~> 

※上記の記述は個々の患者さんの容態によって異なります。
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Q 治療による痛みはありますか?

A 治療は基本的に全身麻酔で行われますので
痛みを感じる事はありません。

治療後に力テーテルを挿入した足の付け根に不快感があったり、経心尖アプローチの

場合には傷口の痛みが残ることがあります。また、全身麻酔の場合は術後にのどに違和

感をおぼえたりすることがあります。これらは数日から一週間でおさまります。

Q 年齢が若くても TAVIを受けられるの?

A TAVIが開始されてからまだ10年程度しか経っておらず、それ以上の長期成績がまだ
明らかではあリません。 そのため、現在では60~70歳程度までの患者さんであれば通常、

長期成績も担保されている外科的弁置換術が標準治療と芯ります。しかし、これまで

何度か開胸手術を受けたり、手術の危険性が高い方芯どは、 TAVIの適応が検討されます。

Q TAVIで使われる生体弁の耐久性はどれくらい?

A 非臨床試験(加速耐久性試験)において 5年相当の耐久性を
有することが確認されています。

また、文献※3よりTAVI生体弁留置後の5年フォローが出来た88人の追跡調査において、

再治療を必要とする生体弁の構造的劣化は見られ芯かったという報告がされております。

このことから、少芯くとも5年の耐久性は確認されていると考えられます。また、ウシ

心のう膜生体弁で、外科的弁置換術に使用されている製品に関しては、 20年の長期成績

が既に報告されています。
出3:Journal of the American College of Card旧logyVol.61 No.4. 2013 

Q BSE(狂牛病)は大丈夫?

A 本品がBSEの感染源となる危険性は極めて低いと考えられています。

生体弁は厳重芯管理の下に飼育された米国産のウシの心のう膜を用いて製造されたもの

です。原材料であるウシ心のう膜は、WHO(世界保健機構)/EMA(欧州医薬晶庁)に

より伝達性海綿状脳症(TSE)感染の危険性が低い組織に分類されています。認証され

たウシ群のみから心のう膜を採取し、生物学的に安全であるように製造・滅菌しています。

これまで生体弁の使用・植え込みによりTSEがヒ卜に感染したとの報告は受けておりま

せん。(2013年10月現在)
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